
























































1田上由紀子（1988) r留学生のための基礎日本語科学用語／ Scientific Japanesedl，凡入社．
2簡単のため，資料1を“カリキュラム”とほぼ同一視することにする．より正確には，“カリキュラム”
は資料1を1.,2.に述べるように補足・拡充し，実施している形態そのものと把握されたい．



























































(1) 日本語の平面図形の名称を学習させる手段として， 特に， 古来の文様である 「麻の葉J
模様（解説付き）を用いている．（第4課）

























10 この道路（どうろ）は うねうねと 曲（ま）がりくねっています．
この道路（どうろ）は左右（さゅう）に 曲がりくねっています．
。大きな数・小さな数の漢詩に関連して， 日常生活での使用例をも学習させる教材（部分）
1 万一（まんいち） 失敗（しっぱい）したら たいへんです．
万が一（まんがいち）
2 かぜは万病（まんびょう）の もとです．
3 景気（けいき）が よくなる 兆候（ちょうこう）が現（あらわ）れました．
4 それは，九分九厘（くぷくりん）まで 大丈夫（だいじようぶ）です．
5 計画（けいかく）が うまく行くかどうかは，五分五分（ごぶごぶ）です．

























2 私は， 100冊前後の本を 借りました．
3 それは， 10 パ｝セント弱（じゃく）です．
1割（わり）弱です．
4 それは，ほぼ 10 パーセントです．
5 余り切れ（あまりぎれ）を使って，ハンカチを作りました．
6 今日の授業（じゅぎょう）には， 20人余りの学生が 出席しました．








1 23,768 の百の位は 7 です．
科学・技術者のための日本語教育





5 この話には，心底（しんでい， しんそこ） 感激（かんげき）しました．
心の底（そこ）から
6 食糧（しょくりょう）が もう 底（そこ）を突（つ）きました．
払底（ふってい）しました．
。仮名の使い方を，その段階以前に出した用語を例として学習する教材
「じ」 （「ぢJ ではない） 初め（はじめ），宇（じ），味（あじ）
地面（じめん）， IE直（しょうじき）




























（ ）に飛（と）び降（お）りました.to jump o百
むかしの友だちと（ ）します．（ ）を賑（にぎ）わしました．
to enliven 木の影（かげ）が（ ）に映（うつ）っています．
figure ( ）をかぶって演劇（えんげき）をします.a play, a drama 
ピラミッドの（ ）は四角形です．（ ）が蒼白（そうはく）になりました．
to turn pale 静かな（ ）には，波が一つもありませんでした．正式に
）でお願（ねが）いします．
あの人出こわい人ですが，やさしい（ ）も持っています．

























































































































恒等式 an identity 
まもる．まもり．
衛生（えいせい） 衛生状態のよい環境．
護衛（ごえい） 海外の要人の護衛．
衛兵 衛兵が交替する．
守衛（しゆえい） 警備員（けいひ、いん）．大学に守衛を置く．
とし．
年齢（ねんれい） 年．
樹齢（じゅれい） 樹齢300年の大木（たいぼく）．
馬齢（ばれい） 馬齢を加える4.
4「馬齢J は，中国語でも，日本語と同じ意味に用いていることを受講生から教えられた．カリキュラム実
施上で，特に漢字閣からの留学生に漢語について新しい知見を与えられることも少なくない．
106 世界の日本語教育
。この他，科学用語に限らず日本語全般の傾向である
(1) 長い語を巧妙に短縮形に変える
省エネ，インフラ（infrastructure），パソコン，ポケコン，マイコン．．．
(2) 対応する日本語がある場合でも外国語をそのままカタカナで表記する
（この方が書き易い，目立ち易い，印象を与え易いなどの利点があるためであろう．）
フロンティア，フィーパ｝，ニ｝ズ，タイプ，コマンド，メリット．．．
に関しでも注意を促している．
おわりに
本稿は，独自に作成し，筑波大学留学生センタ｝に於いて既に7年近く実施してきた初級・中
級レベルの日本語による「日本語科学用語」のカリキュラムの分析である．広く，外国人研究
者・留学生やそれらの人々を対象とする日本語教育担当者の方々のご参考になれば幸いで、ある．
